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毎
年
９
月
に「
八
幡
神
社
獅
子
舞
保
存
会
」

に
よ
っ
て
、勇
壮
な
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
る
同

社
に
参
拝
し
た
後
は
、大
智
院
へ
。元
禄
２（
１

６
８
９
）年
、「
奥
の
細
道
」の
旅
を
終
え
た
俳

聖・松
尾 

芭
蕉
は
、そ
の
後
、門
人
の
曽
良
の

叔
父
が
住
職
を
し
て
い
た
大
智
院
に
宿
泊
し

ま
し
た
。
同
院
を
訪
ね
る
と
、芭
蕉
の
挨
拶
句

「
う
き
我
を 

さ
び
し
か
ら
せ
よ 

秋
の
寺
」を
刻

ん
だ
句
碑
を

見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、近
く
に

は「
蕉
翁
信
宿

　
今
回
の
散
策
は
、近
鉄「
長
島
」駅
か
ら
始
ま

り
、旧
跡
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
再
び
同
駅
に
戻
る

コ
ー
ス
で
す
。
近
く
に
は
Ｊ
Ｒ「
長
島
」駅
も

あ
り
、都
合
に
合
わ
せ
て
利
用
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
駅
舎
を
後
に
し
て
南
西
に
向
け
て
７
分
ほ

ど
歩
く
と
、こ
ん
も
り
と
し
た
森
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
町
内
最
古
の
神
社
と
伝
わ
る
八
幡

神
社
で
、江
戸
時
代
に
は
歴
代
の
長
島
藩
主
か

ら
武
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

処
」の
石
碑
も
た
た
ず
み
ま
す
。
こ
れ
は
、芭

蕉
来
訪
の
１
０
０
年
後
、時
の
藩
主・増
山 

正

賢（
雪
斎
）が
建
立
し
た
記
念
碑
で
、市
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
大
智
院
に
隣
接
す
る
光
栄
寺
は
、「
長
島
一

向
一
揆
」に
ま
つ
わ
る
旧
跡
の
一
つ
。
開
祖
は
、

一
揆
の
際
に
現
在
の
大
阪
に
あ
っ
た
石
山
本

願
寺
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
寺
侍
の
一
人
で
、周

辺
に
は
同
様
の
経
緯
で
開
か
れ
た
寺
が
光
栄

寺
を
含
め
て
６
か
所
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め〝
長
島
六
坊
〞と
総
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
し
て
戦
い
、３
か
月
に
わ
た
る
籠
城
戦
を
耐

え
抜
き
ま
し
た
が
、遂
に
降
伏
。
こ
の
時
、２

万
人
以
上
が
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
と
伝
わ

り
ま
す
。

　
壮
絶
な
戦
い
の
舞
台
と
な
っ
た
長
島
城
は
、

幾
多
の
変
遷
を
経
て
江
戸
時
代
に
は
長
島
藩

（
２
万
石
）藩
主
の
居
城
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、

跡
地
に
は
長
島
中
学
校
と
長
島
中
部
小
学
校

が
建
ち
、樹
齢
３
百
数
十
年
以
上
と
伝
わ
る
ク

ロ
マ
ツ
の
大
樹
が
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
「
長
島
の
大
松
」と
呼
び
親
し
ま
れ
る
ク
ロ

マ
ツ
の
堂
々
と
し
た
姿
を
眺
め
た
後
は
、一
揆

　
大
智
院
と
光
栄
寺
に
別
れ
を
告
げ
た
後
は
、

東
へ
と
方
向
を
変
え
て
、長
島
城
跡
へ
と
向
か

い
ま
す
。
戦
国
時
代
当
時
、町
内
北
に
位
置
す

る
杉
江
地
区
に
は
、石
山
本
願
寺
の
末
寺・願

證
寺
が
あ
り
、東
海
地
方
の
一
向
宗（
浄
土
真

宗
）の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
織

田 

信
長
は
、抵
抗
を
繰
り
返
す
長
島
の
一
向

宗
門
徒
に
対
し
て
、自
ら
兵
を
率
い
て
攻
撃
。

１
回
目
の
元
亀
２（
１
５
７
１
）年
と
２
回
目

の
天
正
元（
１
５
７
３
）年
は
信
長
側
が
敗
北

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
満
を
持
し
て
３
回
目
の

攻
撃
を
行
っ
た
の
が
、同
２（
１
５
７
４
）年
の

こ
と
で
し
た
。
門
徒
た
ち
は
長
島
城
を
本
城

1718

ゆ
か
り
の
願
證
寺
を
め
ざ
し
ま
す
が
、そ
の
前

に
立
ち
寄
り
た
い
ス
ポ
ッ
ト
が「
又
木
茶
屋
」

と「
長
島
水
辺
の
や
す
ら
ぎ
パ
ー
ク
」で
す
。

　
「
又
木
茶
屋
」は
、郷
土
の
画
家・佐
藤 

昌
胤

画
伯
の
生
前
の
屋
敷
を
整
備
し
た
情
報
交
流

施
設
で
、食
事
や
喫
茶
が
で
き
ま
す
。
敷
地
内

に
は
画
伯
の
愛
し
た
ツ
バ
キ
が
多
数
あ
る
ほ

か
、秋
の
紅
葉
も
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。一
方

「
長
島
水
辺
の
や
す
ら
ぎ
パ
ー
ク
」は
、江
戸
時

代
に
長
島
藩
の
重
職
に
あ
っ
た
久
我
家
の
邸

　
願
證
寺
で
、一
揆
の
犠
牲
と
な
っ
た
門
徒
た

ち
に
想
い
を
馳
せ
た
後
は
、青
々
と
し
た
稲
穂

が
風
に
そ
よ
ぐ
様
子
を
眺
め
な
が
ら
、北
へ
向

か
い
ま
す
。
近
鉄「
長
島
」駅
へ
の
帰
り
道
に

見
逃
せ
な
い
の
が
、蓮
生
寺
と
光
岳
寺
で
す
。

蓮
生
寺
の
山
門（
薬
医
門
）は
、明
治
９（
１
８

７
６
）年
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
長
島
城
の
大
手

門
で
、控
え
柱
の
上
に
あ
る
瓦
を
見
る
と
、藩

主・増
山
家
の
家
紋
が
彫
ら
れ
て
い
る
の
が
確

認
で
き
ま
し
た
。一
方
、光
岳
寺
は
徳
川 

家
康

宅
を
改
修
し
た
休
憩
施
設
。
４
月
か
ら
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ご
ろ
ま
で
は
、色
鮮
や
か
な

ボ
タ
ン
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。
両
施
設
で
十

分
く
つ
ろ
い
だ
後
、願
證
寺
へ
。「
長
島
一
向

一
揆
」の
際
に
杉
江
地
区
に
あ
っ
た
願
證
寺
は
、

現
在
は
長
良
川
の
底
に
沈
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、江
戸
時
代
に
な
る
と
、門
徒
の
た
め
に

又
木
地
区
に
祐
泉
寺
が
建
て
ら
れ
、明
治
９

（
１
８
７
６
）年
に
正
式
に
願
證
寺
を
名
乗
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、昭
和
50（
１

９
７
５
）年
に
一
揆
の
４
０
０
年
の
追
悼
法
要

が
行
わ
れ
、「
長
島
一
向
一
揆
殉
教
之
碑
」が
静

か
に
た
た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

の
母・於
大
の
方
の
菩
提
寺
で
す
。
門
前
の
地

蔵
堂
に
は
伝
教
大
師（
最
澄
）の
作
と
伝
わ
る

沓
覆
子
安
延
命
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

沓
を
は
い
た
珍
し
い
地
蔵
尊
で
、秘
仏
の
た
め
、

普
段
は
厨
子
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
光
岳
寺
か
ら
近
鉄「
長
島
」駅
ま
で
は
、徒
歩

数
分
の
距
離
。一
見
の
ど
か
な
田
園
風
景
や
静

か
な
住
宅
地
が
広
が
る
中
、さ
ま
ざ
ま
な
歴
史

を
秘
め
た
旧
跡
や
文
化
施
設
が
点
在
す
る
長

島
の
散
策
は
、こ
れ
で
終
了
で
す
。

取
材
・
文
…
中
村 

真
由
美

桑
名
市
長
島
町

西
外
面
〜
又
木

「
長
島
一
向
一
揆
」の
旧
跡
を
訪
ね
て

　
桑
名
市
長
島
町
は
、木
曽
三
川（
木
曽
川・長
良
川・

揖
斐
川
）の
河
口
付
近
に
広
が
る
デ
ル
タ
地
帯
に
あ
り

ま
す
。
海
抜
が
低
い
た
め
、洪
水
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た

住
民
た
ち
は
、集
落
や
農
地
の
周
囲
に
堤
防
を
め
ぐ
ら

せ
、強
固
な
絆
で
結
ば
れ
た
共
同
体
を
形
成
し
ま
し

た
。 

こ
う
し
た
地
域
を〝
輪
中
〞と
呼
び
ま
す
。

　

知
恵
と
努
力
と
団
結
力
で
、幾
度
も
水
害
を
乗
り

越
え
て
き
た
長
島
輪
中
の
人
々
は
、戦
国
時
代
に
織
田 

信
長
へ
の
抵
抗
を
試
み
ま
し
た
。世
に
い
う「
長
島
一
向

一
揆
」で
す
。
信
長
軍
の
攻
撃
は
３
回
に
も
及
び
、最
後

は
一
揆
側
が
敗
北
。 

犠
牲
者
は
２
万
人
以
上
と
伝
わ

り
ま
す
。

　
今
回
は
、田
園
風
景
が
広
が
る
長
島
町
内
に
点
在
す

る
、歴
史
や
文
化
ス
ポ
ッ
ト
を
散
策
し
ま
す
。

START
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桑
名
歴
史
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光
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だ
い

く
つ

い
ん

ち

八幡神社

大智院

芭蕉句碑

「蕉翁信宿処」の石碑

光栄寺

長島城跡地に建つ長島中学校

「長島の大松」

「又木茶屋」光岳寺地蔵堂内部の様子

蓮生寺山門

願證寺

「長島水辺のやすらぎパーク」

JR「長島」駅
近鉄「長島」駅

八幡神社　

願證寺

蓮生寺

光岳寺

長島城跡
「長島の大松」
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「又木茶屋」「又木茶屋」

大智院
光栄寺

長島川

長
良
川

木
曽
川

1
518

7

JR関
西本
線

近鉄
名古
屋線

ご案内いただいたのは「桑
名歴史案内人の会」8代目
会長の伊藤 通敏（みちとし）
さん。桑名全般に精通する
エキスパートです。

至
J
R「
桑
名
」駅

至JR「弥富」駅 至近鉄「弥富」駅
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桑
名
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っ
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ょ
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ょ
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ょ
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が

き
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ょ
う
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は
、抵
抗
を
繰
り
返
す
長
島
の
一
向

宗
門
徒
に
対
し
て
、自
ら
兵
を
率
い
て
攻
撃
。

１
回
目
の
元
亀
２（
１
５
７
１
）年
と
２
回
目

の
天
正
元（
１
５
７
３
）年
は
信
長
側
が
敗
北

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
満
を
持
し
て
３
回
目
の

攻
撃
を
行
っ
た
の
が
、同
２（
１
５
７
４
）年
の

こ
と
で
し
た
。
門
徒
た
ち
は
長
島
城
を
本
城

1718

ゆ
か
り
の
願
證
寺
を
め
ざ
し
ま
す
が
、そ
の
前

に
立
ち
寄
り
た
い
ス
ポ
ッ
ト
が「
又
木
茶
屋
」

と「
長
島
水
辺
の
や
す
ら
ぎ
パ
ー
ク
」で
す
。

　
「
又
木
茶
屋
」は
、郷
土
の
画
家・佐
藤 

昌
胤

画
伯
の
生
前
の
屋
敷
を
整
備
し
た
情
報
交
流

施
設
で
、食
事
や
喫
茶
が
で
き
ま
す
。
敷
地
内

に
は
画
伯
の
愛
し
た
ツ
バ
キ
が
多
数
あ
る
ほ

か
、秋
の
紅
葉
も
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。一
方

「
長
島
水
辺
の
や
す
ら
ぎ
パ
ー
ク
」は
、江
戸
時

代
に
長
島
藩
の
重
職
に
あ
っ
た
久
我
家
の
邸

　
願
證
寺
で
、一
揆
の
犠
牲
と
な
っ
た
門
徒
た

ち
に
想
い
を
馳
せ
た
後
は
、青
々
と
し
た
稲
穂

が
風
に
そ
よ
ぐ
様
子
を
眺
め
な
が
ら
、北
へ
向

か
い
ま
す
。
近
鉄「
長
島
」駅
へ
の
帰
り
道
に

見
逃
せ
な
い
の
が
、蓮
生
寺
と
光
岳
寺
で
す
。

蓮
生
寺
の
山
門（
薬
医
門
）は
、明
治
９（
１
８

７
６
）年
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
長
島
城
の
大
手

門
で
、控
え
柱
の
上
に
あ
る
瓦
を
見
る
と
、藩

主・増
山
家
の
家
紋
が
彫
ら
れ
て
い
る
の
が
確

認
で
き
ま
し
た
。一
方
、光
岳
寺
は
徳
川 

家
康

宅
を
改
修
し
た
休
憩
施
設
。
４
月
か
ら
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ご
ろ
ま
で
は
、色
鮮
や
か
な

ボ
タ
ン
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。
両
施
設
で
十

分
く
つ
ろ
い
だ
後
、願
證
寺
へ
。「
長
島
一
向

一
揆
」の
際
に
杉
江
地
区
に
あ
っ
た
願
證
寺
は
、

現
在
は
長
良
川
の
底
に
沈
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、江
戸
時
代
に
な
る
と
、門
徒
の
た
め
に

又
木
地
区
に
祐
泉
寺
が
建
て
ら
れ
、明
治
９

（
１
８
７
６
）年
に
正
式
に
願
證
寺
を
名
乗
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、昭
和
50（
１

９
７
５
）年
に
一
揆
の
４
０
０
年
の
追
悼
法
要

が
行
わ
れ
、「
長
島
一
向
一
揆
殉
教
之
碑
」が
静

か
に
た
た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

の
母・於
大
の
方
の
菩
提
寺
で
す
。
門
前
の
地

蔵
堂
に
は
伝
教
大
師（
最
澄
）の
作
と
伝
わ
る

沓
覆
子
安
延
命
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

沓
を
は
い
た
珍
し
い
地
蔵
尊
で
、秘
仏
の
た
め
、

普
段
は
厨
子
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
光
岳
寺
か
ら
近
鉄「
長
島
」駅
ま
で
は
、徒
歩

数
分
の
距
離
。一
見
の
ど
か
な
田
園
風
景
や
静

か
な
住
宅
地
が
広
が
る
中
、さ
ま
ざ
ま
な
歴
史

を
秘
め
た
旧
跡
や
文
化
施
設
が
点
在
す
る
長

島
の
散
策
は
、こ
れ
で
終
了
で
す
。

取
材
・
文
…
中
村 

真
由
美

桑
名
市
長
島
町

西
外
面
〜
又
木

「
長
島
一
向
一
揆
」の
旧
跡
を
訪
ね
て

　
桑
名
市
長
島
町
は
、木
曽
三
川（
木
曽
川・長
良
川・

揖
斐
川
）の
河
口
付
近
に
広
が
る
デ
ル
タ
地
帯
に
あ
り

ま
す
。
海
抜
が
低
い
た
め
、洪
水
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た

住
民
た
ち
は
、集
落
や
農
地
の
周
囲
に
堤
防
を
め
ぐ
ら

せ
、強
固
な
絆
で
結
ば
れ
た
共
同
体
を
形
成
し
ま
し

た
。 

こ
う
し
た
地
域
を〝
輪
中
〞と
呼
び
ま
す
。

　

知
恵
と
努
力
と
団
結
力
で
、幾
度
も
水
害
を
乗
り

越
え
て
き
た
長
島
輪
中
の
人
々
は
、戦
国
時
代
に
織
田 

信
長
へ
の
抵
抗
を
試
み
ま
し
た
。世
に
い
う「
長
島
一
向

一
揆
」で
す
。
信
長
軍
の
攻
撃
は
３
回
に
も
及
び
、最
後

は
一
揆
側
が
敗
北
。 

犠
牲
者
は
２
万
人
以
上
と
伝
わ

り
ま
す
。

　
今
回
は
、田
園
風
景
が
広
が
る
長
島
町
内
に
点
在
す

る
、歴
史
や
文
化
ス
ポ
ッ
ト
を
散
策
し
ま
す
。

START
■ 行程図　所要時間／約2時間 ※所要時間は、おおよその目安です。

八
幡
神
社
か
ら
芭
蕉
ゆ
か
り
の

大
智
院
へ

「
長
島
一
向
一
揆
」の
旧
跡

情
報
交
流
、休
憩
施
設
で

く
つ
ろ
ぐ

長
島
城
の
大
手
門
と

沓
を
は
い
た
地
蔵
尊

約500ｍ 約600ｍ 約900ｍすぐ

約300ｍ約100ｍ約700ｍ約300ｍ

約300ｍ

約300ｍ

いっ

いっ

わ
じ
ゅ
う

き

こ
う

に
し

ど

も

ま
た

ぎ

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

問
　
「
桑
名
歴
史
案
内
人
の
会
」

　

 （
桑
名
市
物
産
観
光
案
内
所
）
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「又木茶屋」願證寺蓮生寺光岳寺 「長島水辺のやすらぎパーク」

だ
い

く
つ

い
ん

ち

八幡神社

大智院

芭蕉句碑

「蕉翁信宿処」の石碑

光栄寺

長島城跡地に建つ長島中学校

「長島の大松」

「又木茶屋」光岳寺地蔵堂内部の様子

蓮生寺山門

願證寺

「長島水辺のやすらぎパーク」

JR「長島」駅
近鉄「長島」駅

八幡神社　

願證寺

蓮生寺

光岳寺

長島城跡
「長島の大松」

「長島水辺のやすらぎパーク」

「又木茶屋」「又木茶屋」

大智院
光栄寺

長島川

長
良
川

木
曽
川

1
518

7

JR関
西本
線

近鉄
名古
屋線

ご案内いただいたのは「桑
名歴史案内人の会」8代目
会長の伊藤 通敏（みちとし）
さん。桑名全般に精通する
エキスパートです。

至
J
R「
桑
名
」駅

至JR「弥富」駅 至近鉄「弥富」駅

至
近
鉄「
桑
名
」駅

至桑名市街

八幡神社 大智院 光栄寺 長島城跡・「長島の大松」近鉄「長島」駅

そ

し
ょ
う
お
う
し
ん
し
ゅ
く

ど
こ
ろ

ま
し

さ
い

や
ま
ま
さ

か
た

せ
っ

ら

が
ん

じ

げ
ん

じ

れ
ん
し
ょ
う

お
だ
い

ぶ
み

く
つ

や
す
え
ん
め
い

ぞ
う
そ
ん

じ

こ

ず
し で

ん
ぎ
ょ
う
だ
い

さ
い
ち
ょ
う

し

ろ
う
じ
ょ
う
せ
ん

し
ょ
う
い
ん

く

が

き

し
ょ
う

※




